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イワタボルト・深�工場は２００４年０７月に竣工，
稼働を開始し２００５年には第二期工場（全自動め

っきライン）を竣工，稼働しております。

これもお得意先様のご協力，ご尽力の賜物と

心より感謝申し上げる次第でございます。

稼働を開始いたしました設備は，小ねじ・タ

ッピンねじの生産設備が中心でございました

が，２００６年０６月に調質ボルト及び段付き製品の

製造設備を増設いたしましたので，ご紹介させ

て頂きます。

増設いたしました設備は，ダブルヘッダー，

多段打ちヘッダー，転造機（セムス），調質炉

及びローラー選別機です。

更に発電機も増設し，電力供給も強化させ，

供給の安定を図っております。

また，製造は２４時間対応出来るようにヘッダ

ーに自動送り装置を装備致しました。

今回の設備が増設されたことで，６mmサイ

ズの生産能力が５０％アップ，２．６mm～５mm

サイズの段付き製品及びピンの圧造加工，２mm

～６mmの段付きねじ及び６mmの座金（セム

ス）組込みねじの転造加工，そして調質品の熱

処理が可能になりました。

イワタボルト深�工場 新規増設設備のご紹介
調質ボルト・段付き製品まで設備を増強，生産能力拡大

岩田螺絲（深�）有限公司 小滝 順一

～深�工場全景。敷地３２，０００平方メートル，建物７，５００平方メートル～
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ダブルヘッダー Ｍ６用

多段打ち Ｍ６用・Ｍ４用

ローリング ４台
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今までは弱電関連のお客様を中心にねじを提

供させて頂きましたが，調質炉の操業を確実に

することで自動車関連のお客様に調質ボルトを

ご提供させて頂けるようになります。当深�工
場は２００６年０６月に ISO９００１・１４００１を同時取得

しておりますので，品質面でもご安心してご使

用して頂けると存じ上げる次第です。

イワタボルト深�工場社員一同，これからも
お客様のご要望に対しまして万全の体制でお応

えできるように進めてまいります。

これからも，ご指導，ご鞭撻の程を宜しくお

願い申し上げます。

調 質 炉

発 電 機

熱処理用ケースストッカー
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今回で２回目を迎えました，『２００６日系自動

車メーカー部品調達商談会（広州）』が２００６年

５月３１日（水）～６月２日（金）の期間，広州市内

中心区の錦漢展覧中心にて開催されました。

昨今，広州市は『中国のデトロイト』を目指

し，ホンダ様・日産様・トヨタ様等の日系自動

車メーカーが出揃い，各メーカー様，工場の増

設拡張を急ピッチで進められております。

これら完成車工場の進出に併せ，関連自動車

部品メーカーも広州市を始め，近郊の佛山市，

中山市，東莞市，深�市等へ相次いで進出して
おります。

本商談会の参加企業数も，昨年の８２社から２０３

社と倍以上に，又来場者数も，昨年の５，２９９名

から１３，８４１名と大幅に増え，中国広東省地区へ

の注目が窺える展示会となりました。

当社 岩田螺絲（深�）有限公司は，昨年に
引続きまして当社オリジナル商品等を展示，来

場されるお客様との商談の場を持たせて頂く

『逆見本市ブース』に出展させて頂き，数百名

のご来場を頂きました。

岩田螺絲（深�）有限公司は，２００４年５月に
現地生産体制を整え，２００５年８月より広東省で

は初めてと思われますコンピュータ制御全自動

化３価クロメート専用ラインを設置し，ねじ・

ボルトに対する一貫生産体制を既に構築してお

ります。

以下に今回出展致しました製品・技術の一例

をご紹介いたします。

� ３価クロメート処理

環境負荷物質である６価クロムの代替表面処

理を締結部品業界でも早くより取組み，各溶液

メーカーの代表的な３価クロムタイプの表面処

理について，各種試験，評価を終了しておりま

す。

昨年より中国深�工場にて稼働致しました全
自動メッキ処理ラインは，投入から排出まで全

て全自動で処理いたします。

当社工場で生産したねじ・ボルト類はＯＡ機

器メーカー様・車輌関連メーカー様にご評価頂

き，３価クロムへの切替を実施済です。

また，製品保証データーとなる有害物質分析

データーを測定するための，『紫外可視分光硬

度計』を設備しており，イワタボルト本社ＩＢ

ラボにて，設備するＩＣＰ－ＯＥＳ（誘導結合

プラズマ発光分析装置）と合わせて，中国での

環境・品質管理にも積極的に対応しております。

� サーマガード９０２８

従来のサーマガードに代わる環境負荷物質６

価クロムを含まない耐熱性機能をもったトップ

２００６日系自動車メーカー部品調達展示商談会（広州）に出展
当社はオリジナル商品を中心に展示，来場者が高い関心

岩田螺絲（深�）有限公司 岸田 淳

●来場者に質問攻めにあうイワタ香港の今井係長
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コート処理です。独自の製造工程により，サー

マガード９０２を上回る優れた耐食性，耐熱性，

耐電触性を可能にしたトップコート処理です。

色調：メタリックシルバー，耐熱性：４５０℃

で使用可能，耐食性：塩水噴霧試験１，０００時間

以上，耐電触性：異種金属腐食性に優れた効果

を発揮

� ＳＬボルト（SELF LOCK BOLT）

（特長） 脱落防止機能を備えた戻り止めボル

トです。他の戻り止め製品に比べ二次加工を必

要としないため，安価なコストでゆるみ止め効

果が得られます。またペイント剥離機能も備え

ており，アースボルトとしてお使い頂く事も可

能です。

（採用事例）�ステアリングホイールのエア
バッグ取り付け，�トランクフードヒンジ，�
ウインドレール取り付け，�カーテネアバッグ
取り付け，�ホーン取り付け（アース機能）
	 ＡＡボルト（ANGLE ABSORD BOLT）

（特長） ねじ締め作業時のねじかじり，焼き

つき防止のためのボルトです。締め付け作業効

率が高くなり，組立費用の低減や補修コストの

削減が図れます。

（採用事例）�車輌用エアコンデンサー，�
ルーフスポイラー，�介護用ベット

 ＦＦボルト（FLAT FIX BOLT）

（特長） 予めボルトを板材に固着させる方法

として，溶接やカシメ工法があります。

しかしカシメによる物は比較的に高価な設備

を必要とせず，各種材料にも対応が可能です。

当社の開発したＦＦボルトは美観や，設計上頭

部の突出が許されない部位において部品の簡略

化を可能にしトータルコストの低減を図る事を

目的としております。

また突起部を利用しウエルドボルトとしても

ご使用頂けます。

（採用事例）�バックモニターカメラ取り付
け，�ハイマウントストップランプ取り付け，
�バッテリー取り付け部
� ピアスナット

（特長） アルミ材，高張力鋼板，鋼材などに

対する溶接ナットに代わるプレス工程で型内に

ツールを取り付ける事により，ナット付けの無

人化が可能となりトータルコストの削減が可能

となります。

（採用事例）�車輌フロア，�ドアモジュー
ル，�ドアストライカー，�フードリッジ
昨今の自動車メーカーの中国進出は目覚し

く，２０１０年には広東省だけで１３０万台の自動車

生産が見込まれており，中国経済はまだまだ拡

大傾向にあります。

当社深�工場では，IＳＯ９００１・１４００１の取
得，６月度：設備の増設，７月度：調質熱処理

炉の導入を計画しており，中国においても，イ

ワタボルトはお客様のニーズに併せてご満足い

ただける製品をお届けする様努力いたします。

当社は，日本・中国地区のみならず世界各拠

点にて“創造提案型企業”としてＶＡ・ＶＥ活

動を展開しております。

又，『Made By IWATA BOLT』をテーマに，

当社製品については，顧客ニーズにそって環境・

品質・コスト等を提供出来るように努力して行

く所存です。

今後とも何卒当社を御引立て賜ります様，宜

しくお願い致します。

●締付けの実演にも強い関心
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ＷＥＥＥ 
使用済み機器 

ＲｏＨＳ 
製品への使用制限 

ＲＥＡＣＨ 
原材料からの規制 

源流へ 

日本のＪ－Ｍｏｓｓ，ＥＵにおけるＥＬＶ，

ＷＥＥＥ，ＲoＨＳ等，環境に関わる規制が施

行されております。多くの業界でその対応が行

われておりますが，再度，代表的な規制につい

て簡単にご説明致します。

ＥＵの規制・・・

ＷＥＥＥ（欧州廃電子電気機器指令）

１０種類の適用対象製品についてリサイクルシ

ステムの構築，再生率，再利用・リサイクル率

の目標達成などが義務付けられています。基本

としては再利用，リサイクル及び他の方法によ

る再生を行うことで処分される廃棄物を減らす

ための指令です。

ＲoＨＳ（電気電子機器に含まれる特定有害

物質の使用制限に関する指令）

有害物質を含有した製品を市場に入れない

（販売を防止する）ための指令で「電子電気機

器に含まれる有害物質の使用制限」が目的です。

特定有害物質（鉛，水銀，カドミウム，６価ク

ロム，ＰＢＢ，ＰＢＤＥ）の非含有を要求して

います。このＲoＨＳ指令により，廃電子電気

機器の廃棄物を原因とする人，環境への悪影響

を防止することになります。

ＲＥＡＣＨ（欧州の新化学物質規制，化学物

質管理システム）

“ＲＥＡＣＨ”とは，欧州で提案されている

総合的な化学物質の管理システムで，登

録（Registration），評価（Evaluation），承認

（Authorization），化学物質（CHemicals）の頭

文字をとっています。事業者は欧州化学品庁に

取り扱う化学物質の有害性情報等の提出義務を

負います。対象はＲoＨＳの特定有害物質６種

類とは比較にならず，ＥＵで流通する全製品に

含まれる化学物質が対象になる見込みで，登録

を要する対象物質は数万点，評価を要する対象

物質は数千点と言われています。評価・登録の

無い化学物質は欧州市場から排除されることに

なります。

ＥＬＶ（End―of―Life Vehicle：「使用済自動

車に関する指令」）

環境規制について

技術開発課 須藤 滋
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使用済み自動車のリサイクルや処分に関する

ＥＵ指令。

自動車使用部品中の有害物質（カドミウム，

鉛，水銀，６価クロム）の使用制限に関する内

容が含まれています。

日本の規制・・・・

資源有効利用促進法

自動車やパソコンなど１４種類の製品について，

使用済み部品を新製品に組み込んで再利用する

ことや，余分な部品を使わないで省資源化設計

の採用をメーカーに義務付けています。

（電気製品の化学物質含有表示制度：Ｊ－Ｍ

ｏｓｓ）

２００６年３月に政令改正，４月に省令改正が行

われ，指定品目（７品目，別表）に６物質（鉛，

水銀，カドミウム，６価クロム，ＰＢＢ，ＰＢ

ＤＥ）の含有がある場合は，Ｊ－Ｍｏｓｓ含有

マーク（Rマ－ク：オレンジ色“Ｒ”）を表示

することが義務付けられました（２００６年７月１

日施行）。６物質の含有が基準値以下の場合は，

非含有マーク（グリ－ンマーク：緑色“Ｇ”）

を任意で表示できます。表示に際しては，表示

方法を定めた JIS規格（JIS C０９５０）を順守す

る事が資源有効利用促進法で義務付けられてい

ます。

化審法（「化学物質の審査及び製造等の規制

に関する法律」）

新たに製造・輸入される化学物質について事

前に人への有害性などについて審査するととも

に，環境を経由して人の健康を損なうおそれが

ある化学物質の製造，輸入及び使用を規制して

います。使用を制限あるいは管理を要求される

化学物質は５グル－プに分けられています。

�第一種特定化学物質（ＰＣＢ等１５物質）
�第二種特定化学物質（トリクロロエチレン
等２３物質）

�第一種監視化学物質（２２物質）
�第二種監視化学物質（８４２物質）
�第三種監視化学物質（５１物質）
また，新たに製造あるいは輸入される化学物

質については，安全性や環境への影響を明確に

する必要があります。

化管法（「特定化学物質の環境への排出量の

把握等及び管理の改善の促進に関する法律」，

ＰＲＴＲ法）

特定化学物質の流通，排出量を管理し，その

化学物質の情報を取り扱う事業者に周知させる

ことを目的としており，ＰＲＴＲ制度，ＭＳＤ

Ｓ制度から成立っています。

（ＭＳＤＳ制度）

指定化学物質又は当該物質を含有する製品を

取り扱う事業者は，それらを他の事業者に譲渡

又は提供する際には，それらの性状及び取扱い

に関する情報を事前に提供することが義務付け

られております。

（ＰＲＴＲ制度）

ＰＲＴＲ制度は，有害性のある化学物質の環

境への排出量及び廃棄物に含まれて外に出る

（移動）量を行政機関に年に１回届出ます。行

政機関は届出のあったデータを 整理し集計し

て公表するという制度です。

別 表

含有マーク表示が義務付けられた７品目：

・パーソナルコンピュータ

・ユニット形エアコンディショナ

・テレビ受像機

・電気冷蔵庫

・電気洗濯機

・電子レンジ

・衣類乾燥機
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化審法，化管法ともに規制は厳しくなってき

ており，使用できる物質の制限は拡大されてき

ています。

Ｊ－Ｍｏｓｓ表示制度が「日本版ＲoＨＳ」

と呼ばれたりしますが，ＲoＨＳ指令が特定化

学物質の使用を制限するのに対し，Ｊ－Ｍｏｓ

ｓ表示制度は事業者における特定化学物質の管

理の改善を促進，特定化学物質が使用されてい

るかどうかの情報を使用者に与えるもので，内

容は全く別のものであるといえます。日本の場

合，ＥＵの様に使用を制限するのではなく，人

や環境への影響を与える化学物質は（使用の制

限を含め）国により管理・把握され，使用情報

という形で提供されます。

環境対応も品質の一部とか言われております

が，いずれにしましても，国内外における環境

への規制が強まる中，企業として対応できなけ

れば生き残れない社会になってきています。

イワタボルトでは早くからこの環境問題に取

り組み，原材料における鉛やカドミニウムを使

用しない黄銅や亜鉛めっきにおける３価クロメ

－トの開発，６価クロムを使用しないニッケル

めっきの開発，環境対応に向けたサ－マガ－ド

の改良等を進め，顧客の皆様にご提供させて頂

いております。また，深�工場の電気亜鉛めっ
き３価クロメ－ト専用ラインの設置，製品の保

証や顧客の皆様への技術情報提供のために「Ｉ

Ｂラボ」にＩＣＰを始めとする各種分析装置の

設置，国内外４工場に紫外可視分光光度計を設

置等，信頼いただける管理体制・対応を取らせ

て頂いております。

環境対応についてお困りのことがございまし

たら，是非一度，イワタボルトへご相談くださ

い。

“究極のエコカー”
加速性能もスポーツカーを超える

自動車作りは，今や“環境技術”を抜きに

しては考えられない時代といえます。

当社が昨年秋に出展した第３９回東京モータ

ーショーや，今号本誌記事の人とくるまのテ

クノロジー展でも，環境に配慮したさまざま

な素材や部品，材料，締結技術等々にわたっ

て出店各社の取り組みと製品事例が積極的に

展示紹介され，関心を集めました。

ここに紹介した写真の自動車も環境技術の

粋を集めて電気自動車の最新カーとして注目

されました。この最新のエコカーをモーター

ショーで見学できなかった方もいると思いま

すので，同車の特徴など簡単に紹介します。

この自動車は，慶応大学（電気自動車研究

室）が国内企業との産学共同で開発，参考出

品したもので Eliica（エリーカ）と呼ばれ，

究極の環境性能を目標にした電気自動車。

リチウムイオン電池を電源に使い，走行試

験で最高速度３７０km／ｈを達成し，加速性能

も０→１００km／ｈで４秒，１６０km／ｈまでは７

秒で到達するマシンで市販のスポーツカーを

超える性能をもっています。

このスピードは実用上，意味はないとしな

がらも，技術の現実性と安全性，高速安定性

などの確立に通過しなければならない課題，

として本格的な実用化を目指しています。
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６価クロム化合物の分析について
品質管理課 佐藤 正志

１．はじめに
ＥＵ諸国ではＷＥＥＥ，ＲoＨＳ規制にもとづく環境負荷物質に関する規制が，また日本では，７／１

より「資源有効利用促進法改正政省令」が施行され，ＲoＨＳと同一の基準で含有状況を表示す

ることを義務化されました。（Ｊ－Ｍｏｓｓ表示といいます）

ＲｏＨＳ規制は，電気・電子機器における危険物質の法規定を整備して，生産から処分にいた

るすべての段階で環境や人の健康に及ぼす危険を最小化することを目的としています。

Ｊ－Ｍｏｓｓは，ＲｏＨＳのように使用を規制するものではなくて，あくまで表示を定めるこ

とで６物質を管理することを目的にしています。

これらの規制対象とされている６物質につきましては，お客様や関係業界などの取組みで対応

が急がれてきたことはご存知の通りです。弊社におきましても，別項のようにいち早く取り組み

を進めてまいりました。

現在対応は完了したものと判断しておりますが，その中で，規制対象６物質のうち「６価クロ

ム化合物」の含有評価のための分析方法が一部混乱している例が見られる場合があります。

このほど，分析法について確認のため裏づけ調査を行ないましたのでご紹介いたします。

２．分析のための調査
通常，クロメート処理部材中の６価クロムの有無と含有評価のための簡易分析方法として，

「温水抽出―ジフェニルカルバジッド吸光光度法」が用いられています。

これは，前処理として試料を所定温度の温水で所定時間で抽出した抽出液を作り，これを６価

クロム分析用のパックテスト試薬（Ｋ社製）に加えて発色させます。次に水質分析パックを内蔵

した分光光度計にかけて抽出液中の６価クロム濃度をもとめ，この値をもとに含有量（ppm）

を換算する方法です。

このように分析の出発点になるのは「前処理」としての試料からの６価クロムの抽出液です。

このほど，弊社でこの前処理時の抽出液の作り方の違いでジフェニルカルバジッドによるパック

テストの発色の違いが生まれることを確認しましたので内容をご紹介します。

�目的 試料加温方法によるパックテスト比較―加温方法を変えて試験結果に与える影響を確

認

�試料 従来のパックテストで発色「ＮＧ」判定した製品

�試験方法 次頁写真上のように加熱方法を変えて実施（熱源はホットプレートを使用）

�比較試験の結果 抽出液を市販のＫ社製パックテストで吸入して発色の違いを確認（次頁写真）

�評価 熱源（今回はホットプレート）の上にビーカーを置き水中とはいえ試料をそのまま加

9



試験方法：Ａ� 試験方法：Ｂ�

試料がビーカー�
の底に接触しな�
いように茶こし�
で保護する�

茶こし底が直接�
加熱されないよ�
うに石を置く�

試験方法：Ａ�

発色した�

試験方法：Ｂ�

発色しない�

熱すると発色することを確認しました。このことから，パックテストで反応する６価クロム

は加熱方法および温度に依存していることを確認しました。

この結果をもとに，弊社は全事業所で実施している「パックテストによる３価クロム化成皮膜

処理品への６価クロム混入なし監視活動」のための実施基準を改訂して実施しております。

一つのホットプレート上で上写真のような状態で同時に同時間加熱した。

比較試験の結果
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世界最深部の海底探査機開発へ

独立行政法人海洋研究開発機構（本部・神

奈川県横須賀市）は，海洋科学技術に関する

さまざまな基盤的技術の研究および開発に取

り組んでいますが，海洋研究開発のための海

底探査機の開発もそのひとつです。

海底探査機はこれまでに，無人探査機とし

て３０００m級のハイパードルフィン，３５００m

級のうらしま（深海巡航探査機），７０００m級

のかいこう，有人探査機しんかい（６５００m

級）などの各種探査機が開発され，深海に至

る海洋研究に活用されてきました。

同機構では新たに，これまで困難であった

世界最深部における海底地殻変動の把握等を

めざし，水深１１，０００mの大深度下で調査観

測等が可能な無人深海探査機を開発すること

になりました。今後１０年以内の完成を目指し，

計画全体では５０数億円の費用を見込んでの構

想ということです。

深海探査機かいこうが２００３年に高知県沖で

ケーブルが切断し，行方不明になった事故以

来，水深８０００mを超える深海探査は世界的

に空白期が続いており，日本のこの新しい探

査機の開発に大きな期待がもたれています。

同探査機の開発にあたっては，かいこう事

故をふまえてケーブル等の改良，小型化トラ

ンスポンダの開発，深海浮力材の開発，大深

度光学機器や大深度で使用可能な光コネクタ

の開発を含む高速光通信システム開発，探査

機軽量化のためのチタン合金に対して比強度

３０％増の新素材の研究開発，等々にわたって

計画されています。

TEPIAが最先端技術の展示会

（財）機械産業記念事業団（TEP IA）は，９

月８日から来年７月２０日まで「ちえものづく

り展～社会を豊かにする最先端技術～」を開

催しています。第１９回目の展示。

同展示は開催毎にテーマを替えて先端技術

を紹介していますが，今回は５つのゾーンに

分けて展示。自動車に使用されている最先端

技術（エンジン制御，計器類，情報系，安全

装備など）を実物展示した自動車産業のちえ

ものづくり，技術進化し続ける携帯電話など

分解し普段目に触れない内側世界の内蔵部品

を展示したちえものづくり，などが見学でき

ます。機会があれば訪ねてみるのも参考にな

るかも知れません。入場は無料。

住所は港区北青山２―８―４４，電話０３・３４０１・７０００

３．その他の注意点
上記のほかに，金属製品であるねじのめっき皮膜上のクロメート皮膜中の６価クロムの抽出方

法でアルカリ液中の抽出処理方法を指定している場合があります。

最新（２００６．５現在）の TC１１１WG３による IEC６２３２１では，８．４Sample Preparationの項で

Treatment in alkaline solution shall not be performed as chromate coatings are broken down by

alkalis.’ と明確にそのやり方を否定しています。

今回の試験のようにまだ不慣れな点を含めて周知を進めていかなけならないこともあります。

今後も引き続き取組みを強めてまいりますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。
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膜厚：18.5μm

膜厚：29μm

製品全体�

ねじ中央部�

膜厚：5.8μm
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めっきは両端に厚く付く
品質管理課 佐藤 正志

長いねじがナットに締めにくい，という声が寄せられるときがあります。その原因の一つに電

気めっきされたことによる，めっき皮膜の厚さの影響があります。

ねじの場合，電気めっきされた皮膜は各部でどういうつき方をするのか，また，どうしてねじ

がとおりにくくなるのか，実際に長いねじを使って調べました。

電気めっきは，電流密度が高い部分にめっき皮膜がつき易く，全長が長い製品は両端部に電流

が多く流れ電気めっきが厚く成形されます。

「なべ頭 ＋ ＳＷ組込み小ねじ Ｍ４×８５ ３価クロメート付き」を例に調査した結果をご紹

介します。

＜長ねじにおけるめっき皮膜の状態＞ 測定顕微鏡で各部のめっき皮膜の厚さを測定。

12



素地時の有効径�

めっき後の有効径�

めっき皮膜�

オネジのねじ�

６０°�
６０°�

２�

１�

√３�

3.489�

4hGR：+0.007,-0.0033.545�

3.433�

3.523�

3.468�

6gGR：+0.005,-0.009

4�
h

この範囲だけを狙って素地を作るの�
はたいへんなこと�

18.5×4＝746�
g

有
効
径
増
大
分�

ねじ中央の膜厚は５．８μmだが，ねじ先端で１８．５μm，頭部では２９μmになっています。

中央部に対して，頭部側では５倍，ねじ部で３倍めっきが厚く付いています。

ねじ部のゲージ嵌合への影響

ねじ山の角度が６０°であるため，ねじ山の斜面（フランク）についためっき厚さの２倍，両側

で４倍分も有効径を大きくします。

このため，JIS B１０４４：２００１「締結用部品ー電気めっき」では，４．２電気めっき後の寸法要求

事項の項で「おねじに対しては交差位置ｈ，めねじに対しては交差位置Ｈの通りねじゲージを用

い」てゲージ検査することを規定しています。

今回の場合，ねじ山のフランクに１８．５μm付いためっき皮膜は，有効径を４倍の７４μm大き

くすることになり，素地の時は６gGRに嵌合したが，めっき後は４hGRには通りにくくなりま

す。

下図のように，素地時に６gの場合，３．４３３～３．４６８だったものだけめっき後は４hGRに嵌合す

ることになります。

＜長いねじの嵌合保証＞

下記の二つの方法がありますが，いずれにしても，お客さま，及び技術部門との事前の打合せ

が必要です。

１．転造下径を細めにして素地時の有効径を下目にする。

２．嵌合をナット現物嵌合にする。
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自動車の最新実用化技術，要素技術，部品な

どの「テクノロジー」を一堂に会して展示し，

今年で第１５回目を迎える自動車技術展「人とく

るまのテクノロジー展２００６」が２００６年５月２４日

（水）～２６日（金）迄の３日間，パシフィコ横浜に

て開催されました（右写真は会場）。

自動車，部品，材料メーカーやテスティング，

ＣＡＥソリュ―ション，カーエレクトロニクス

関連企業など各社最新製品と技術を展示してお

りました。

今回は先進安全自動車を展示紹介する「ＡＳＶ

－３ツアーゾーン」，国土交通省が手がけてき

た車車間通信による情報交換型先進安全自動車

ＡＳＶ－３を７つの各衝突ケースパターンに分

けて展示し，また「最新技術体験コーナー」を

設けて最新自動車技術が体験・体感できる展示

を企画されておりました。

会期中は３５４社が最新技術製品を展示し，昨

年を上回る５７，６７０名が訪れました。

イワタボルトはテーマ「人とくるまを結ぶ

Made by イワタボルト」環境に優しい締結技

術として本年も本展示会に出展参加致しました。

以下に，今回出展した製品・技術をご紹介致

します。

（１）３価クロメート

環境負荷物質である６価クロムフリーの代替

表面処理について弊社では各溶液メーカーの代

表的な３価クロムタイプの表面処理について，

各種試験・評価を終了し既にＯＡ機器・車輌メ

ーカーへ３価クロムタイプへの切替えを実施し

ております。

（２）サーマガード９０２８

従来のサーマガード９０２に替わる環境規制物

質６価クロムフリーのコーティングです。独自

の処理プロセスにより優れた耐食性，耐熱性，

耐電食性を可能にしたトップコート処理です。

色調：メタリックシルバー，耐熱性：４５０℃

で使用可能，耐食性：塩水噴霧試験１，０００時間以

上，耐電食：異種金属腐食性に優れた効果

（３）ＩＨＴ（Iwata bolt High strength

Tapping screws）

〈特 長〉

自動車の軽量化および衝突安全基準の観点か

ら，ハイテン材（高張力鋼板）の使用率が高く

なっております。ＩＨＴはハイテン材への締結

を実現し，更に締め付け後の遅れ破壊性を改善

したタッピンねじです。

（４）ＡＡボルト（Angle Absorb）

〈特 長〉

かじり焼付き防止ボルト，締付け作業効率が

高くなり組立て費用の低減や補修コストの削減

が図れます。

〈採用事例〉

�車両用エアコンデンサー，�ルーフスポイ
ラー取付け

～人とくるまのテクノロジー展２００６～

自動車，部品，材料など最新製品と技術を展示
“環境に優しい締結技術”を中心に当社が出展

藤沢営業所 佐藤 隆
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（５）ＦＦボルト（Flat Fix）

〈特 長〉

予めボルトを板材に固着させる方法として溶

接やカシメ工法が有りますが，カシメによるも

のは高価な設備を必要としないため，多種材料

にも対応が可能です。このＦＦボルトは美観や

設計上，頭部の突出が許されない部位において

部品の複合化や工法の簡略化を可能にし，トー

タルコストの低減が図れます。

〈採用事例〉

�ハイブリットカー電池パック取付け部，�
バックモニターカメラ取付け，�ハイマウント
ストップランプ取付け

（６）ＳＲボルト（Spatter Remove）

〈特 長〉

プロジェクションやアーク溶接によってナッ

ト内径に付着したスパッターをリタップやマス

キングを施している工程を省き，通常のねじ締

め作業で同時にスパッタ―を除去出来るため二

次加工の削減になります。

（７）ＳＬボルト（Self Lock）

〈特 長〉

脱落防止機能を備えた戻り止めボルト。他の

戻り止め製品に比べ二次加工を必要としないた

め，安価。又，ペイント剥離機能も有りアース

ボルトとしても使用出来ます。

〈採用事例〉

�ステアリングホイールエアバッグ取付け，
�トランクフードヒンジ，�ウインドレール取
付け，�カーテンエアバッグ取付け，�ホーン
取付け（アース機能）

（８）クリンチナット

〈特 長〉

アルミ材，高張力鋼板，鋼材などに対する溶

接ナットに替わるプレス工程で，ナットの取付

けが可能。

〈採用事例〉

�車両フロアー，�コンバーターカバー
各自動車メーカーは新車開発の期間短縮のた

め，試作・性能実験など数値解析シミュレーシ

ョンの必要性が高まると共に車両の燃費向上に

伴う軽量化，部品点数の削減，組立作業性向上

等の要求は常に高まっております。イワタボル

トも締結技術の向上，品質安定へ更に努力して

おります。

また，各自動車メーカーは中国への進出を具

体化させ本格的に稼働を始めております。弊社

も１昨年５月に深�へ最新技術の工場を設立し，
昨年８月にはメッキライン（３価クロメート）

の設備を終え，自社工場内で完成品までの生産

が可能となりました。

イワタボルトは，益々グローバルにお客様の

ニーズにお応え出来る様社員一同更に努力し続

けます。

●厳しさを増す環境対応の締結技術を紹介 ●真剣な質問に応える五反田営業所の島田さん（右端）
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あらゆる産業分野の機械要素，材料，加工技

術を一堂に集めた「第１０回機械要素技術展」

が，２００６年６月２１日（水）～２３日（金）迄の３日間，

東京ビッグサイトにて開催されました。

この展示会は，「ねじ締結技術フェア」・「ば

ねフェア」・「モーション技術フェア」・「試験・

計測機器・センサ－フェア」・「バリ取り，表面

仕上げフェア」・「機械材料・加工技術フェア」

の６つの専門フェアで構成されており，イワタ

ボルトは，今年も「ねじ締結技術フェア」へ出

展致しました。

会場には７３０社の出展ブースがあり，会期中

は７５，２６７名が来場され，随所で最新技術を集め

た製品を手にとり，具体的な商談が行なわれて

おりました。

イワタボルトもお客様が，日頃から抱えてい

るさまざまな問題の解決に貢献させて戴きたく，

以下に出展させて戴きました製品及び技術の一

例をご紹介致します。

� ＩＨＴ（ Iwata bolt High strength

Tapping screws）

＜特 徴＞

ハイテン材（高張力鋼板）への締結および締

め付け後の遅れ破壊性を改善したタッピンねじ

です。

� サーマガード ９０２８

従来のサーマガードに替わる環境負荷物質６

価クロムを含まない耐熱性のトップコート処理

です。独自の処理プロセスにより，耐食性，耐

熱性，耐電食性を可能にしたトップコート処理

です。

色調：メタリックシルバー

耐熱性：４５０℃で使用可能

耐食性：塩水噴霧１，０００時間以上

耐電食：異種金属腐食性に優れた効果を発揮

� ３価クロメート

環境負荷物質である６価クロムの代替表面処

理，各溶液メーカーの代表的な３価クロムタイ

プの表面処理について，各種試験，評価を終了

し，既にＯＡ機器，車両メーカーのお客様への

切替えを実施しております。

	 ＳＬボルト

＜特 徴＞

脱落防止機能を備えた戻り止めボルトです。

他の戻り止め製品に比べ二次加工を必要としな

いため，安価なコストで緩み止め効果が得られ

―第１０回機械要素技術展―

「ねじ・締結技術フェア」に最新技術を出展
当社の高性能ファスナーとグローバルな供給体制を紹介

大阪営業所 佐名 政信

●活況呼んだ第１０回機械要素技術展
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ます。またペイント剥離機能も備えており，ア

ースボルトとしても使用可能。

＜採用事例＞

�ステアリングホイール，�トランクフード
ヒンジ，�ウインドレール，�カーテンエアバ
ッグ取付け，�ホーンアース取り


 ＦＦボルト

＜特 徴＞

予めボルトを板材に固着させる方法として，

溶接やカシメ工法がありますが，カシメによる

ものは比較的に高価な設備を必要とせず，多種

材料にも対応が可能です。このＦＦボルトは美

観や設計上，頭部の突出が許されない部位にお

いて部品の簡略化を可能にし，トータルコスト

の低減が図れます。また，突起部を利用しウエ

ルドボルトとしても使用できます。

＜採用事例＞

�バックモニターカメラ取付け，�ハイマウ
ントストップランプ取付け，�ハイブリッドカ
ーバッテリー端子部

� ＡＡボルト

＜特 徴＞

ねじ締め作業時のカジリ・焼付き防止ボルト。

作業効率が高くなり組立て費用の低減や補修コ

ストの削減が図れます。

＜採用事例＞

�車両用エアーコンデンサー，�介護用ベッ
ト

� ＵＰＳ－Ｆナット

＜特 徴＞

めねじの形状を僅かに変形させる事で標準ボ

ルトとの嵌合によって優れた緩み止め性能を得

られるナットです。

＜採用事例＞

�ルーフレール取付け，�カーオーディオ取
付け，�シート取付け

 ＵＰＳ－Ｐナット

＜特 徴＞

Ｆタイフ゜に脱落防止機能を付加させたプリ

ベリングトルク増大形の戻り止めナット。

●最新の締結技術の紹介に
来場者は製品を手にとっ
て確認する
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＜採用事例＞

�リアスポイラー，�アシスタントエアバッ
ク，�パワーウィンドシャフト，�回転シート，
�リアシートアームレスト

� ＳＲボルト

＜特 徴＞

プロジェクションやアーク溶接によってナッ

トに付着したスパッターをリタップやマスキン

グを施している工程を省き，通常のねじ締め作

業で同時にスパッターを除去できるため，二次

加工の削減になります。

� ピアスナット・クリンチナット

＜特 徴＞

アルミ材，高張力鋼板，鋼材などに対する溶

接ナットに替わるカシメナット。プレス工程で

型内にツールを取り付ける事でナット付けの無

人化が可能になり，トータルコスト削減に寄与

できます。

＜採用事例＞

�ドアインナーパネル，�フロントフロアー，

�リアフロアー，�ドアストライカー，�フー
ドリッヂ，�コンバーターカバー

今後共，北米，アジア地区での成長が見込め

る状況下で弊社と致しましても，お客様の現地

調達に対応すべく，国内はもとより，北米，中

国，シンガポール地区でのグローバルな生産，

供給体制を確立し，あらゆる分野のお客様のニ

ーズに対応させて戴いております。

これからも，イワタボルトは「お客様第一」

をモットーに新製品の開発はもとより，お客様

に満足して戴ける品質，価格，納期に優れた製

品を提供させて戴きます。

●“創造提案型企業”として
効果的な締結ファスナーへ
の当社の取り組みを説明す
る二宮係長（中央。つくば
営業所）
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イワタボルト㈱では「お客様第一」が最重要

課題と考え，Ｑ，Ｃ，Ｄ，Ｓ（品質，コスト，

納期，サービス）に努め，早くより国内外各製

造工場や営業所にて認証を受けて参りました。

岩田螺絲（深�）有限公司は，２００３年８月に
設立し，２００４年７月より稼働し，ねじ製造の一

貫生産（圧造～転造～熱処理～表面処理～検査）

を行っております。

この度，顧客満足度のさらなる向上を図るた

め，ＩＳＯ９００１並びに１４００１取得の取り組みを

致しました。

この度２００６年６月１１日に認証機関TUV NORD

Certification（本部 ドイツ）より認証を受けま

した。

認証番号 ISO９００１ ２．５－５４０４／２００６

ISO１４００１ ２．５－５４０４／２００６

ＩＳＯ９００１・ＩＳＯ１４００１認証同時取得によ

りお客様各位へより良い，Ｑ，Ｃ，Ｄ，Ｓをご

提供できますよう，努めさせていただきます。

今後とも，ご指導，ご鞭撻の程，宜しくお願い

申し上げます。

岩田螺絲（深�）有限公司

小滝 順一

岩田螺絲（深�）有限公司が

ISO９００１，ISO１４００１の認証を取得
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イワタボルト横浜営業所 新築開所のお知らせ

イワタボルト株式会社

代表取締役社長 岩田 聖隆

拝啓 盛夏の候，貴社益々ご隆盛の事とお慶び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り，厚く御礼申し上げます。

さて，川崎営業所並びに横須賀営業所を下記に統合し，新築移転致しま

した。今後ともなお一層のお引立てを賜ります様お願い申し上げます。

敬具

記

新営業所名 イワタボルト（株）横浜営業所

営業開始日 平成１８年８月２１日（月）

新 住 所 〒２３６―０００４ 神奈川県横浜市金沢区福浦２－１３－３８

新電話番号 ０４５－７８１－４３１１（代表）

新 Ｆ Ａ Ｘ ０４５－７８１－４３６１

20
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お客様の社業拡大・発展に伴い，更なるサー

ビス向上と供給体制を整えるために，大阪営業

所を７月２４日（月）から下記の住所に移転致し

ました。

場所は，旧営業所から北東の方向に３km程，

東大阪市に寄った工業地域にあり，近畿自動車

道の東大阪南インターからも近く，非常に便利

な所です。

新営業所の規模は，倉庫・事務所スペース共

に旧営業所の約２．５倍の広さがありますので，

何なりとご用命下さい。

大阪営業所のスタッフ９名，気持ちも新たに

して業務に邁進していく所存ですので今後共，

皆様の尚一層のお引き立てとご指導を賜ります

ようお願い申し上げます。

新 住 所 〒５８１―０８２２

大阪府八尾市高砂町３－３－１６

電話番号 ０７２－９２３－７９１０（代表）

Ｆ Ａ Ｘ ０７２－９２３－７９１１

大阪営業所 佐名 政信

大阪営業所が移転致し
ました

サービス向上と供給体制を充実
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本 社 〒１４１‐８５０８東京都品川区西五反田２‐３２‐４
�０３（３４９３）０２１１（代表）FAX．０３（３４９３）２０９６

五反田営業所 �０３（３４９３）０２２１（代表）
本社SOFI課 �０３（３４９３）０２５１
本社海外課 �０３（３４９３）０２５４
本社資材課 �０３（３４９３）０２５２
技術開発課 �０３（３４９３）０２１４
栃 木 工 場 〒３２９‐２３３１栃木県塩谷郡塩谷町大字田所字八汐１６０１‐６

�０２８７（４５）１０５１（代表）FAX．０２８７（４５）１０５３
一関営業所 〒０２１‐０９０２岩手県一関市萩荘字打ノ目２４４‐１

�０１９１（２４）４１１０（代表）FAX．０１９１（２４）４１８０
山 形 分 室 〒９９０‐０８１３山形県山形市桧町３‐８‐３４

�０２３（６８１）１１７０（代表）FAX．０２３（６８１）１１７１
仙台営業所 〒９８１‐１２２４宮城県名取市増田６‐３‐４６

�０２２（３８４）０２６５（代表）FAX．０２２（３８４）０６９４
福島営業所 〒９６３‐０１１１福島県郡山市安積町荒井字茸谷地４１‐１

�０２４（９４５）９６１０（代表）FAX．０２４（９４５）９６０５
宇都宮営業所 〒３２０‐００７１栃木県宇都宮市野沢町字桜田３７２‐１３

�０２８（６６５）４６６１（代表）FAX．０２８（６６５）４６６２
栃 木 分 室 〒３２１‐３３２５栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台５６‐２ホンダ開発ビル

�０２８（６７７）４７２１（代表）FAX．０２８（６７７）４７１９
上田営業所 〒３８６‐０００５長野県上田市古里２９‐２３

�０２６８（２６）１２９５（代表）FAX．０２６８（２６）１２５９
群馬営業所 〒３７０‐３５２４群馬県高崎市中泉町６２１‐６

�０２７（３７２）４３６１（代表）FAX．０２７（３７２）４３６６
太田営業所 〒３７３‐０８４１群馬県太田市岩瀬川町１１３‐３

�０２７６（４６）１７９６（代表）FAX．０２７６（４６）１７６４
埼玉営業所 〒３６４‐００１３埼玉県北本市中丸４‐７２番地

�０４８（５９１）２２１２（代表）FAX．０４８（５９１）２２６１
川越営業所 〒３５０‐１１４４埼玉県川越市稲荷町１５‐１

�０４９（２４４）１６７１（代表）FAX．０４９（２４４）１７４５
つくば営業所 〒３０５‐００４５茨城県つくば市梅園２‐２７‐２５

�０２９（８５５）０７６４（代表）FAX．０２９（８５５）０７６９
千葉営業所 〒２９２‐０８３４千葉県木更津市潮見６‐１０

�０４３８（３７）３０９４（代表）FAX．０４３８（３７）３１９４
多摩営業所 〒１９６‐００３２東京都昭島市郷地町２‐３８‐３

�０４２（５４１）５５３４（代表）FAX．０４２（５４１）６４１６
横浜営業所 〒２３６‐０００４神奈川県横浜市金沢区福浦２‐１３‐３８

�０４５（７８１）４３１１（代表）FAX．０４５（７８１）４３６１
厚木営業所 〒２４３‐０２０３神奈川県厚木市下荻野５１８番地

�０４６（２４１）７０２１（代表）FAX．０４６（２４１）７０２３
藤沢営業所 〒２５２‐０８０４神奈川県藤沢市湘南台１‐２１‐５

�０４６６（４４）１２７７（代表）FAX．０４６６（４４）８８１６
富士営業所 〒４１９‐０２０１静岡県富士市厚原３６７‐７

�０５４５（７１）３５８８（代表）FAX．０５４５（７１）２５３８
浜松営業所 〒４３０‐０８３１静岡県浜松市御給町１７９‐１

�０５３（４２５）１１１８（代表）FAX．０５３（４２５）９４４８
刈谷営業所 〒４４８‐０８０３愛知県刈谷市野田町新上納２９‐１

�０５６６（２４）６３２１（代表）FAX．０５６６（２４）６３２６
名古屋営業所 〒４５２‐０８４７愛知県名古屋市西区野南町７８番地

�０５２（５０２）７７６１（代表）FAX．０５２（５０２）７７６３
三重営業所 〒５１０‐０８７４三重県四日市市河原田町藤市９１６‐１

�０５９（３４７）１９４１（代表）FAX．０５９（３４７）１８６７
大阪営業所 〒５８１‐０８２２大阪府八尾市高砂町３‐３‐１６

�０７２（９２３）７９１０（代表）FAX．０７２（９２３）７９１１
福岡営業所 〒８２４‐００５８福岡県行橋市長木字帽子形３７２‐１

�０９３０（２３）９４４４（代表）FAX．０９３０（２３）９４５１
久留米営業所 〒８３９‐０８０８福岡県久留米市東合川新町１１‐１３

�０９４２（４５）３４５１（代表）FAX．０９４２（４５）３４５２

IWATA BOLT HONG KONG CO., LTD.
UNIT B, 1/F, KOON WAH MIRROR GROUP
BUILDING, NO.2 YUEN SHUN CIRCUIT, YUEN
CHAU KOK, SHATIN, N.T. HONG KONG.
�８５２‐２６４９‐９１１０ FAX．８５２‐２６４６‐６１１９

IWATA BOLT（SHANGHAI）CO., LTD.
PARTB, NO.39BUILDING, 461HUA JINGROAD,
SHANGHAI WAIGAOQIAO FREE TRADE ZONE,
P. R. CHINA ZIP 200131
�８６‐２１‐５０４６‐３０３７ FAX．８６‐２１‐５０４６‐３０３８

IWATA BOLT（SHENZHEN）CO., LTD.
NO.001-12, TONG FU YU INDUSTRIAL PARK,
TANG XIA YONGVILLAGE, SONGGANGTOWN,
BAO’AN, SHENZHEN, GUANGDONGPROVINCE,
P.R. CHINA ZIP 518105
�８６‐７５５‐2714‐0442 FAX．８６‐７５５‐2714‐0443

IWATA BOLT TRADING（SHENZHEN）CO., LTD.
UNIT A-301 XINGDA LOGISTICS BUILDING
NO.3, LANHUA ROAD FUTIAN FREE TRADE
ZONE SHENZHEN CHINA P.C. NO.518038
�８６‐７５５‐６１３０‐１０７７ FAX．８６‐７５５‐６１３０‐１０８０

IWATA BOLT（THAILAND）CO., LTD.
41/30 BLOCK C-8, BANGNA-TRAD RD. KMS.
16.5,
T. BANGCHALONG, A. BANGPLEE,
SAMUTPRAKARN 10540 THAILAND
�６６‐２‐７40‐786０ FAX．６６‐２‐７4０‐7863

IWATA BOLT（S）PTE. LTD.
NO.10 BENOI CRESCENT JURONG TOWN
SINGAPORE 629973
�６５‐６２６６‐３７９４・３７９５ FAX．６５‐６２６６‐２１１５

IBK FASTENER MALAYSIA SDN. BHD
No.2, JALAN PJS 11/3 BANDAR SUNWAY
46510 PETALING JAYA SELANGOR,MALAYSIA
�６０‐３‐５６３８０２１５ FAX．６０‐３‐５６３８０２１８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス工場
7131 ORANGEWOOD AVE. GARDEN GROVE,
CALIFORNIA 92841-1409 USA
�１‐７１４‐８９７‐０８００ FAX.１‐７１４‐８９７‐０８８８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス支店
１3128 A-2 IMPERIALHWYSANTA FE SPRINGS.
CALIFORNIA 90670 USA
�１‐５６２‐４０７‐３１１１ FAX.１‐５６２‐４０７‐３５５５

IWATA BOLT USA INC. アトランタ支店
5324 GA HWY 85 SUITE 900
FOREST PARK. GEORGIA 30297 USA
�１‐４０４‐７６２‐８４０４ FAX.１‐４０４‐６６９‐９６０６

IWATA BOLT USA INC. オハイオ支店
7446WEBSTER STREET DAYTON, OHIO 45414
USA
�１‐９３７‐４５４‐１２７７ FAX.１‐９３７‐４５４‐１４８０

IWATA BOLT USA INC. ナッシュビル支店
401 AIRPARK CENTER DRIVE NASHVILLE, TN
３7217 USA
�１‐６１５‐３６５‐１２０１ FAX.１‐６１５‐３６５‐１２０６

IWATA BOLT USA INC. カナダ支店
1199 RINGWELLDRIVE, UNIT B, NEWMARKET,
ONTARIO L3Y 7V1 CANADA
�１‐９０５‐９５３‐９４３３ FAX.１‐９０５‐９５３‐０１６７

IWATA BOLT MEXICANA, S.A. DE C.V.
CALLE PROLONGACION. 610 COLONIA
ALAMO INDUSTRIAL, GUADALAJARA, JAL.
MEXICO CP 45560
�５２‐３３‐３６６６‐２３７０ FAX.５２‐３３‐３６６６‐２３７３

はあなたの会社に
最適締結システムを提供します
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